１．第2次計画の進捗状況
○　１か月に読む本の平均冊数が、小学生0.7冊・中学生0.2冊増加しました。特に小学生では、１～２冊読む児童が６%減少した反面、３～10冊以上読む児童が10%増加しましたが、全国平均より下回っているため、今後も児童・生徒・保護者に対しての働きかけと学校との連携の継続が必要です。
○　１か月に１冊も本を読まなかった人の割合（不読率）が、小学生3.8%、中学生11.1%減少し、朝読や読み聞かせの効果が現れましたが、全国平均を上回る結果となっているため、さらなる読書のきっかけ作りが必要です。

○　小学校では朝の読書活動（朝読）を実施している学校が増加し、92%となりました。今後も継続していくことで、読書を習慣づけることが必要です。
○　学校で本を読む児童・生徒が、小学生6.5%、中学生11.8%、高校生4.0%と全学年で増加し、学校での読書習慣が広がってきました。今後も資料の充実や居心地の良い図書室を作ることが必要です。
○　中央図書館で実施している学校支援セット資料が、平成28年度では120セットの利用があり、学校に定着していることから、読書を習慣づける大きなきっかけとなっています。
○　学校図書室アンケートの結果から、読み聞かせに興味を持つ保護者が増加傾向であることがわかりました。また、幼児期にお父さん・お母さんから読み聞かせをしてもらった児童・生徒が2.1%増加した他、保育園・幼稚園・学校の先生からも読み聞かせをしてもらったとの回答も多いことから、読み聞かせが積極的に行われていることが伺えます。
○　中央図書館で実施している学校図書館運営相談事業の利用が２校から８校に増加し、図書室担当の職員に定着してきましたが、図書室の配置や本の整理方法等、さらなる工夫や学校司書との連携が必要です。
　　
２．成果指標
1か月に読んだ本の平均冊数（冊）

	区分
	小学生
	中学生
	高校生

	平成24年
	3.7
	2.3
	1.8

	平成29年
	4.4
	2.5
	1.6

	全国平均（平成28年）
	11.4
	4.2
	1.4


　　
平成24年と比べると微増しているものの小中学生では全国平均値よりも低い結果となっています。ただし、高校生については、全国平均よりも高い結果となっています。
1か月に１冊も本を読まなかった児童・生徒の割合（不読率（％））

	区分
	小学生
	中学生
	高校生

	平成24年
	14.6
	29.9
	34.0

	平成29年
	10.8
	18.8
	35.4

	全国平均（平成28年）
	4.0
	15.4
	57.1


　　　平成24年と比べ、小中学生は減少していますが、全国平均値より高い結果となっています。ただし、高校生については増加しているものの、全国平均よりも低い結果となっています。
